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Ｏ
Ｂ
会
の
あ
る
べ
き
姿
を
巡
り
論
議
！ 

本
部
の
再
建
を
支
え
、
支
部
・
地
域
重
視

の
活
動
方
針
を
決
定
！ 

 

４
月
１
９
日
１
２
時
よ
り
、
東
労
組
本
部
大

会
議
室
に
於
い
て
、
本
部
Ｏ
Ｂ
会
第
２
３
回
定

期
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
新
潟
地
本
Ｏ
Ｂ

会
か
ら
は
、
委
員
３
名
（
山
崎
会
長
、
沖
田
副

会
長
、
高
橋
事
務
長
）、
本
部
役
員
と
し
て
渡
部

副
会
長
の
４
名
が
参
加
し
ま
し
た
。 

現
役
の
組
合
員
の
脱
退
に
よ
る
組
織
混
乱
、

そ
し
て
東
労
組
の
再
建
に
向
け
た
意
見
の
相
違

が
顕
在
化
し
て
い
る
状
況
の
中
で
、
Ｏ
Ｂ
会
の

役
割
や
あ
る
べ
き
姿
、
今
後
の
活
動
方
針
な
ど

に
つ
い
て
議
論
さ
れ
、
本
部
提
起
内
容
に
つ
い

て
満
場
一
致
決
定
さ
れ
ま
し
た
（
細
部
は
本
部

Ｏ
Ｂ
会
ニ
ュ
ー
ス
№
２
６
４
号
を
参
照
）。 

新
潟
を
代
表
し
て
高
橋
事
務
長
が
発
言 

※ 

新
潟
地
本
Ｏ
Ｂ
会
員
の
組
織
構
成
は
、

７
０
～
７
４
歳
が
５
割
、
７
５
～
７
９
歳
が
３

割
で
あ
る
。
今
後
の
Ｏ
Ｂ
会
活
動
の
在
り
方
に

つ
い
て
検
討
を
し
て
い
こ
う
。 

※ 

現
場
・
職
場
を
離
れ
１
０
数
年
経
過
し

た
。
現
役
に
対
し
、「
あ
あ
し
ろ
」「
こ
う
し
ろ
」

言
う
の
は
無
責
任
だ
。
現
役
が
「
冷
静
に
」「 

賢
明
に
」「
正
し
い
判
断
」で
組
織
の
一
体
化
を
図
り
、

会
社
や
権
力
を
利
す
る
こ
と
な
く
再
建
に
進
む
の
を

支
援
し
て
い
く
の
が
Ｏ
Ｂ
会
の
立
ち
位
置
だ
。 

※ 

抵
抗
と
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
に
立
脚
し
、
９
条

壊
憲
反
対
な
ど
平
和
を
求
め
る
取
組
み
、
原
発
再
稼

働
反
対
、
年
金
な
ど
社
会
保
障
の
改
善
に
向
け
て
県

退
職
者
連
合
と
の
連
携
、
そ
し
て
そ
れ
を
実
現
し
て

い
く
た
め
の
統
一
地
方
選
挙
や
参
議
院
選
挙
を
取
り

組
ん
で
い
く
と
の
、
発
言
を
行
い
ま
し
た
。 

そ
の
他
委
員
の
主
な
発
言
で
は
、 

 

「
本
部
臨
時
大
会
で
の
規
約
改
正
や
組
織
運
営
に

対
す
る
疑
問
・
批
判
意
見
」「
現
役
に
物
を
言
う
べ
き

で
は
な
い
」「
意
見
を
言
う
の
は
良
い
が
、
決
め
た
こ

と
は
守
る
べ
き
だ
」
な
ど
。
更
に
は
、
八
王
子
地
本

Ｏ
Ｂ
会
と
八
王
子
地
本
と
の
対
立
の
改
善
が
進
ん
で

い
な
い
な
ど
、
各
地
本
１
名
の
委
員
か
ら
発
言
が
あ

り
、。、
Ｏ
Ｂ
会
は
支
部
活
動
を
活
発
化
さ
せ
、
地
域

重
視
で
活
動
を
展
開
し
よ
う
と
の
方
針
を
満
場
一
致

決
定
さ
れ
ま
し
た
。 

渡
部
本
部
副
会
長
退
任 

新
た
な
役
員
体
制
発
足 

昨
年
の
総
会
時
に
上
信
越
ブ
ロ
ッ
ク
選
出
の
後
任

が
決
ま
ら
ず
１
年
間
留
任
し
て
い
た
渡
部
副
会
長
は

高
崎
地
本
か
ら
後
任
が
選
出
さ
れ
た
た
め
今
回
で
退

任
と
な
り
ま
し
た
。
長
い
間
お
疲
れ
様
で
し
た
。 

本
部
Ｏ
Ｂ
会
の
役

員
体
制
は
、
１
３
名
か

ら
１
０
名
と
な
り
、
奥

山
新
会
長
、
植
松
新
事

務
局
長
の
新
た
な
体

制
で
活
動
を
展
開
し

て
い
く
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。 

  

 

 

 

日
時 

６
月
２
８
日
（
金
） 

１
２
時
か
ら 

場
所 

新
潟
鉄
道
信
用
組
合 

大
会
議
室 

５
階 

（
新
潟
駅
万
代
口
脇
） 

懇
親
会 

駅
南
・
よ
さ
こ
い 

会
費 

３
，
０
０
０
円 

昨
年
の
２
２
回
総
会
か
ら
（
８
月
３
１

日
）
か
ら
９
ケ
月
が
経
過
し
ま
し
た
。
昨

春
闘
を
契
機
と
し
た
大
量
組
織
脱
退
は
、

未
だ
組
合
員
の
減
少
が
続
い
て
お
り
、
東

労
組
本
体
は
厳
し
い
現
況
に
あ
り
ま
す
。 

 

今
地
本
Ｏ
Ｂ
会
総
会
で
は
、
Ｊ
Ｒ
東
労

組
の
再
建
を
支
援
す
る
と
共
に
、
憲
法
９

条
壊
憲
反
対
、
柏
崎
刈
羽
原
発
再
稼
働
反

対
、
社
会
保
障
関
連
の
改
善
の
取
組
み
な

ど
、
そ
し
て
、
支
部
活
動
の
活
発
化
や
、

今
後
の
Ｏ
Ｂ
会
の
方
向
性
に
つ
い
て
の
課

題
が
あ
り
ま
す
。
積
極
的
な
議
論
と
成
功

に
向
け
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

会
費
納
入
御
礼
！ 

会
費
の
徴
収
を
お
願
い
し
ま
し
た
が
、

特
別
な
事
情
を
除
き
、
既
に
多
く
の
会
員

の
皆
さ
ん
か
ら
納
入
を
し
て
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

徴
収
は
６
月
末
ま
で
で
す
の
で
、
早
め

の
納
入
を
お
願
い
し
ま
す
。 

高
橋
委
員 

退任挨拶・渡部副会長 
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持ち込んだことに 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大久保会長より 
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第
２
回
上
中
越
地
区
囲
碁
大
会 

４
月
２
２
日
地
本
内
で
、
唯
一
残
っ
た
支
部

事
務
所
で
あ
る
長
岡
支
部
事
務
所
に
お
い
て
、

第
２
回
上
中
越
地
区
囲
碁
大
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。 

大
会
に
は
、
長
岡
１
１
名
（
欠
席
１
名
）、
直

江
津
３
名
、
越
後
湯
沢
１
名
の
１
５
名
の
囲
碁

好
き
会
員
が
参
加
、
日
頃
腕
を
磨
い
て
い
る
人
、

前
回
の
大
会
か
ら
初
め
て
「
石
」
を
握
る
人
さ

ま
ざ
ま
で
し
た
が
、
そ
れ
ぞ
れ
実
力
を
発
揮
し
、

名
勝
負
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。 

終
了
後
は
場
所
を
移
し
て
恒
例
の
懇
親
会
が

開
催
さ
れ
、
再
会
を
誓
い
楽
し
い
ひ
と
時
を
過

ご
す
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。 

１
位 

渡
辺 

茂
（
長
岡
）） 

２
位 

三
井
敏
男
（
長
岡
） 

３
位 

野
崎
忠
夫
（
直
江
津
） 

１
位 

鈴
木
雄
二
（
長
岡
） 

２
位 

石
川
進
一
（
長
岡
） 

３
位 

坂
井
政
次
（
長
岡
） 

 

 

 

東
電
の
安
全
対
策
を
問
う
！ 

柏
崎
刈
羽
原
発
運
転
差
し
止
め
裁
判 

３
月
１
８
日
、
新
潟
地
裁
で
柏
崎
刈
羽

原
発
運
転
差
し
止
め
訴
訟
第
２
６
回
口

頭
弁
論
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

今
回
の
裁
判
で
は
、
福
島
原
発
裁
判
の

弁
護
団
の
内
山
弁
護
士
が
弁
論
を
行
い
、

ま
た
和
田
原
告
弁
護
団
長
は
、「
安
全
対

策
」
に
つ
い
て
準
備
書
面
を
提
出
し
ま
し

た
。 ４

つ
の
安
全
対
策
の
ポ
イ
ン
ト 

原
告
側
が
「
準
備
書
面
」
提
出 

第
１
は
、
政
府
が
進
め
て
い
る
原
発
の

輸
出
計
画
（
英
国
、
ベ
ト
ナ
ム
、
ト
ル
コ

な
ど
）
は
、
建
設
コ
ス
ト
（
安
全
対
策
費
）

が
高
騰
し
、
計
画
は
総
崩
れ
と
な
っ
た
。

第
２
は
、
現
行
の
冷
却
確
保
は
外
部
か
ら

の
冷
却
方
式
だ
が
、
シ
ス
テ
ム
の
転
換
が

必
要
。
第
３
は
、
原
発
の
重
大
事
故
は
全

電
源
喪
失
で
メ
ル
ト
ダ
ン
が
起
き
、
余
熱

に
よ
る
燃
料
棒
の
溶
解
が
原
因
だ
。
例
え

ば
、
燃
料
棒
の
余
熱
を
賄
う
だ
け
の
水
を

用
意
し
、
余
熱
を
除
去
さ
れ
る
構
造
が
考

え
ら
れ
る
。
第
４
に
世
界
の
原
子
炉
開
発

に
お
け
る
最
新
設
備
は
、
我
が
国
の
原
発

に
は
な
い
。
計
算
上
の
数
字
合
わ
せ
で

「
無
事
に
大
過
な
く
動
い
て
欲
し
い
」
と

天
に
祈
る
よ
う
で
あ
る
」
と
の
準
備
書
面

を
提
出
し
ま
し
た
。 

東
電
の
地
震
動
想
定
の
問
題
点
指
摘 

福
島
原
発
弁
護
団
の
内
山
弁
護
士
は
、 

  

１
、
中
越
沖
地
震
で
は
極
め
て
大
き
な

地
震
動
が
発
生
し
た
。
東
電
が
各
号
機
間

の
地
震
動
の
差
異
の
説
明
が
出
来
な
い
の

は
、「
地
下
構
造
が
分
か
ら
な
い
」
か
ら
だ
。 

２
、
新
潟
市
沖
か
ら
小
千
谷
市
ま
で
の

「
長
岡
平
野
西
縁
断
層
帯
」
で
は
、
地
震

動
が
増
幅
す
る
と
し
た
ら
大
き
く
な
り
す

ぎ
る
こ
と
か
ら
「
増
幅
し
な
い
」
と
の
東

電
の
主
張
は
「
過
小
評
価
」
で
あ
る
。 

３
、「
長
岡
平
野
西
縁
断
層
帯
」
で
の
地

震
動
が
、
最
大
ど
れ
だ
け
の
振
動
を
も
た

ら
す
の
か
の
係
数
は
、
少
な
く
と
も
そ
の

２
．
７
倍
と
す
べ
き
で
あ
る
と
主
張
し
、

東
電
の
想
定
が
不
十
分
と
主
張
し
ま
し

た
。 

こ
れ
に
対
す
る
東
電
の
反
論 

①
、「
フ
ィ
ル
タ
ー
付
き
ベ
ン
ト
」
が
地

震
に
よ
る
液
状
化
の
影
響
を
受
け
る
と
の

原
告
側
の
指
摘
に
対
し
、「
今
後
調
査
し
、

新
た
な
知
見
が
得
ら
れ
れ
ば
必
要
な
対
策

を
行
う
」。 

②
、
原
発
敷
地
内
の
地
下
水
汲
み
上
げ

設
備
（
サ
ブ
ド
レ
ン
）
が
地
震
に
よ
っ
て

壊
れ
、
地
下
水
が
流
れ
込
ま
な
い
か
に
つ

い
て
、「
流
入
を
確
実
に
防
止
す
る
対
策
を

し
て
い
る
」
と
述
べ
た
に
と
ど
ま
り
、
反

論
な
ら
ざ
る
反
論
を
行
い
ま
し
た
。 

次
回
の
第
２
７
回
公
判
は 

６
月
１
３
日
、
１
５
時
～ 

報
告
者 

Ｋ
・
Ｓ 

皆
さ
ん
も
傍
聴
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
！ 

 
 

 
 

 
 
 

 

   

長
岡
支
部 

観
桜
会
盛
大
に
開
催
！ 

５
月
９
日
、
１
３
時
よ
り
割
烹
「
原
や
」
に

お
い
て
観
桜
会
と
統
一
地
方
選
の
慰
労
会
も
併

せ
て
開
催
、
２
７
名
が
参
加
し
ま
し
た
。 

最
初
に
大
久
保
支
部
会
長
は
、「
地
方
選
挙
で

は
、
支
部
が
支
援
し
た
長
岡
・
柏
崎
・
見
附
・

南
魚
の
候
補
が
全
員
当
選
で
き
た
、
感
謝
す
る
。

９
条
改
悪
や
原
発
再
稼
働
に
反
対
す
る
議
員
を

誕
生
さ
せ
た
意
義
は
大
き
い
。
参
院
選
で
も
野

党
統
一
候
補
を
支
援
し
て
い
く
」「
安
倍
首
相
は

９
条
壊
憲
に
突
き
進
ん
で
い
る
。
平
和
を
求
め

て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
」
と
の
挨
拶
後
、
乾

杯
で
祝
宴
が
始
ま
り
ま
し
た
。 

花
は
無
く
と
も
話
に
花
が
咲
き
、
加
え
て
カ

ラ
オ
ケ
の
熱
唱
も
あ
り
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま

し
た
。 

 

労
金
シ
ニ
ア
俱
楽
部
加
入
御
礼 

新
潟
労
金
俱
楽
部
へ
の
加
入
の
要
請
を
行

い
ま
し
た
が
、
多
数
の
皆
さ
ん
か
ら
加
入
し

て
い
た
だ
き
、
労
金
よ
り
御
礼
の
連
絡
が
あ

り
ま
し
た
。
引
き
続
き
加
入
が
可
能
で
す
の

で
、
役
員
又
は
直
接
労
金
に
申
し
込
ん
で
下

さ
い
。 

 

成 績（敬称略） 

Bクラス  Aクラス 

 

 

 

 

 


